
　美しい海岸線沿いの高台に位置する株式会社セントラルガス。田辺市を中心に
みなべ町、上富田町、白浜町と供給エリアを広く持つ。1991年（平成3年）の設立以
来、約3,000件の顧客にLPガスや灯油の販売、住宅設備、水道工事などを提供。従業
員18名全員が液化石油ガス設備士などの有資格者であり、現場対応が可能である。
事業所は田辺市と上富田町の2箇所に構え、地域の人々の暮らしを支えている。

株式会社セントラルガス

　LPWA導入は、令和４年の構造改善補助金制度の活用から始まり、令和６年で
も当該補助金も採択されたため継続して取り組んでいる。導入のきっかけを松下 
尚平氏（専務取締役）は「供給範囲が広いことから、検針業務にかかる時間を少し
でも効率化し、顧客へのサービスの幅を広げられないかと考えた」と話す。それま
で営業や保安を担当する現場スタッフが検針していたが、ゼロにはならない人的
ミスに加え、緊急対応などで予定日に検針ができない
ケースもあった。顧客サービス低下へ繋がらないかの
懸念や、将来的な人材不足への不安も抱えていた。
　導入にあたり愛知時計電機の機器を採用。他メー
カーも比較検討したが、検針や配送管理をシンプルに
データ運用できる点が同社の要望と一致した。申請か
ら設置、さらに設置後のデータ運用まで、手厚いサ
ポートも採用の大きな決め手だったという。

検針負荷軽減を目指したLPWA導入と機器選定
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　設置作業は9月から翌年の1月にかけて営業スタッフ3名で実施した。全体の設置
数から月ごとの作業量を割り出し、計画的に進めたことで、期限間際に慌ただしく
なることもなかった。山間部では通信不良が発生したものの、設置場所を調整して
対応した。さらに、ソフトバンクの電波に加えて令和6年6月からはドコモの電波も
愛知時計電機の機器で採用され、通信環境の問題も解決した。
　設置後は、わずかな漏れでも通知が届くため、即停止する警告レベルではなくと
も、迅速な動きがとれるようになった。配送予測で
は、リアルタイムの数値で把握が可能になったこと
で無駄な配送が減少した。また、「家の中にメーター
がある顧客も数件あり、訪問せずに済むようになっ
たので迷惑をかけずに済んでいる」と担当の　山 
直也氏は話す。遠隔操作の利便性も高く、市内でも
距離の遠い地域はもとより、外国人入居者がいるア
パートでのマイコンメーター遮断対応など、言語の
問題で電話対応が難しいケースでも効果を発揮し
ている。人的ミスが減り、本来の業務に充てられる
時間も増加。顧客からも安全な設備管理に繋がり心
強いとの声が寄せられている。

設置後で広がった、安心感と効率化の成果

　現在、請求書は郵送や自社での手配りで対応しているが、今後は Web 請求へ切
り替えていきたいと考えている。また、自動検針により時間に余裕ができたことで
提案営業も行えるようになり、国の省エネ補助金を活用した省エネ給湯器の交換
など、顧客への提案の幅が広がった。
　最後に、「シルバー認定の条件は満たしているものの申請はしていないが、ゴー

ルド認定の設置率まではあと一歩なので、そ
の際に申請したい」と松下氏は締めくくった。

効率化が広げたサービス拡充と今後の取り組み

集中監視システムで日々管理

ささやま

メーターに設置されたLPWA機器



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


